
CNNの恐怖と欲望指数

1出所：CNNビジネス



CNNの恐怖と欲望指数の推移

2出所：CNNビジネス



米国株は６～７月に極めて売られ過ぎの状態に達した
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米国株は６～７月に極めて売られ
過ぎの状態に達している。反発が
あるはずだ。ひょっとしたら全員が予
想している以上に上げるかもしれな
い（図18）。しかし、高値更新は
あり得そうにない。各国の経済的・
政治的・社会的・国際的緊張が
2008 年や2020 年３月よりもはる
かに悪化しているからだ

出所：ゼロヘッジ
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出所：Twitter
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出所：Twitter



S&P500CFD（日足）とフラクタルハイロ―

6出所：楽天MT4



S&P500CFD（日足）

7出所：楽天MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）



SP500の現在と2008年の対比（アナログモデル）

8出所：ブルームバーグ



ナスダック100CFD（日足）

9出所：楽天MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）
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出所：Twitter



利上げとQT（量的引き締め）は早期に終了！？

11出所：ゼロヘッジ
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米国株の強気派は、「米中間選挙の日程を
にらみ、FRBが今年のジャクソンホールシンポ
ジウム（8月25日～27日）の前後で不況
に向かっていることを認め、市場は2022年の
年末に利下げを開始する」というシナリオに
乗っている。2022年の年末か2023年の初
頭に利下げが行われ、そのあとは世界的な景
気後退をうけて、また QE5が行われるという
のだ。QE5の前には当然利下げがあるだろう
が、そこは株式市場が反騰しても大底ではな
いだろう。いずれにせよ、2008年の世界金
融危機（リーマンショック）以降の株式市場
は、FED（連銀）によるプログラム売買の結
果である。

12
出所：Twitter



NY連銀発表のインフレ期待値の低下

1 年先のインフレ期待値
は 7 月に 6.22% に低
下。 2 月以来の最低値
- 前月の 6.78% から、
ガスと食品の前年の価
格上昇に対する期待が
急激に低下したため、過
去最大の月次下落と
なった。同時に、3 年先
のインフレ期待値の中央
値も 3.62% から
3.18% に低下し、
2021 年 4 月以来の
低水準となった。

13出所：ゼロヘッジ



連銀の総資産・QEとS&P500の推移

出所：リアルインベストメントアドバイス

すべての市場の下落は、米連
銀（FED）のバランスシートの
縮小または一時停止と一致して
いるように見える。何百万人も
の投資家の判断によって動かさ
れているはずの市場が、毎月同
じことを繰り返しているのは市場
ではない。それは国家管理相場
という実行中のプログラムであり、
軌道上を走るだけだ。
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出所：Twitter



ナスダック総合指数（1998年～2003年）のバブル崩壊パターン

16出所：DataTreck
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出所：Twitter
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米国株のリバウンド（特にハイテク株）の動きはイン
フレ指標の低下や原油価格の下落、米国債の金利
低下傾向が続くうちは継続するかもしれない。だが、
インフレ劇場は第三幕で構成されており、今は第一
幕の幕が下りそうな状況にはなっているが、インフレが
終わる可能性は小さい。

つまり、現在われわれがいるのは、インフレの第2幕が
あくまでの幕間（まくあい）つなぎの時期だと思われ
る。このベアマーケットラリー（弱気相場の中の反発
局面・幕間（まくあい）つなぎ）がいつまで続くかは、
原油と金利の動きをみておけばよいだろう。



NY原油CFD（日足）景気後退の兆候？

19出所：楽天MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）



米10年国債金利（日足）

20出所：STOOQ



ドル/円（日足）

21出所：楽天MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）



22出所：Twitter



米国の表のCPIと裏のCPI
米国の現実のインフレ率は2倍?

出所：ShadowStats 23



米国のCPI（赤）とFFレート（青）
6月の最新の年間インフレ率は9.1％と、依然としてFRBの目標値2％をはるかに上回っている

24出所：セントルイス連銀
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出所：Twitter
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出所：Twitter
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出所：Twitter



28出所：Twitter



米国の利上げとバブルの崩壊（FF VS GT10）

29出所：セントルイス連銀
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